
 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

自立活動の指導目標・指導内容シート 

 

 

 

 

発達の状態、発達や経験の程度、興味・関心、生活や学習環境などについての情報収集  

実
態
把
握 

健康の保持  心 理 的 な安 定  人 間 関 係 の形 成  環 境 の把 握  身 体 の動 き コミュニケーション 

 見通しがもてな

いと、不安にな

って泣いたり声

を 出 し た り す

る。 

 

場所が変わって

も、落ち着いて活

動できるようにな

ってきた。 

  

収集した情報を自立活動の区分に即して整理 
生活や学習において、本人が特に困っ

ていることを書いてみましょう。 

いくつかの指導目標の中で優先する目標として 

指導目標 
・活動の流れを把握し、見通しを持った活動を行うことができる。 
・他者に必要な事を自分から要求することができる。 

指導目標を達成するために必要な項目の選定 

選
定
し
た
項
目 

健康の保持  心 理 的 な安 定  人 間 関 係 の形 成  環 境 の把 握  身 体 の動 き コミュニケーション 

① 生活 の リ ズ ム や

生活習慣の形成 
①情緒の安定 

①他者とのかかわ

りの基礎 
①保有する感覚の

活用 
①姿勢と運動・動 
作の基本技能 

①コミュニケーシ

ョンの基礎的能力 
②病 気 の状 態 の理

解と生活管理 
②状況の理解と変

化への対応 
②他者の意図や感

情の理解 
②感覚や認知の特

性への対応 

② 姿 勢 保 持 と 運

動・動作の補助的

手段の活用 

②言語の受容と表

出 

③身 体 各 部 の状 態

の理解と養護 

③障害による学習

上又は生活上の困

難を改善・克服す

る意欲 

③自己の理解と行

動の調整 

③感覚の補助及び

代行手段の活用 

③日常生活に必要

な基本動作 

③言語の形成と活

用 

④障 害 の特 性 の理

解 と生 活 環 境 の 調

整 

 
④集団への参加の

基礎 

④感覚を総合的に

活用した周囲の状

況の把握 

④身体の移動能力 
④コミュニケーシ

ョン手段の選択と

活用 

⑤健 康 状 態 の維持・

改善   

⑤認知や行動の手

掛かりとなる概念

の形成 

⑤作業に必要な動

作と円滑な遂行 
⑤状況に応じたコ

ミュニケーション 

活動の見通しを持つための場

の設定（絵カードを活動の順

番に並べる） 

事前に言葉の型を示し、教師

とのやりとりで要求したり、

応じたりすることができる。 

 

 

具
体
的
な
指
導
内
容 

実態把握を基に、優先して指導する

目標を一つ・二つ決めます。（一年後の

姿）その際、本人や保護者の願いを聞

きながら在籍学級担任と共通理解する

ことが大切です。 

全て埋める必要はありません。六区分に

照らしてみることで、子供の言動（姿）だ

けではなく、その要因を多面的・分析的に

捉えることにつながります。 

子供の困

難さが軽く

なった姿（目

指す姿）を想

定します。 

学習指導要領には具体的な指導内容を設定する際の配慮点として 

ア 主体的に取り組む指導内容 

イ 改善・克服の意欲を喚起する指導内容 

ウ 発達の遅れている側面を更に伸ばすような指導内容 

エ 自ら環境と関わり合う指導内容 

オ 自ら環境を整える指導内容 

カ 自己選択・自己決定を促す指導内容  

が示されています。（解説書Ｐ.111～） 

項 目 を 選

んで色を塗

ります。中核

となる目標

について○
をつけます。 

記入例１ 小学校４年男子 
不安が強く、気持ちが不安定になりやすい。 
自分からの表出場面が少ない。 

指導目標を達成するために、「選定した

項目」を相互に関連づけます。そして適

切な指導内容を具体的に考え工夫してい

きましょう。 

信頼できる相手

とのかかわりで「で

きた」という成就感

を味合わせたいな。 



 

 

  
教材・教

具 の 選

定 

例 
◎食べたり、飲んだりすること（興味関心） 
○調理活動（好きなこと・お手伝い） 
○細かい作業（得意なこと） 
○読み聞かせ（家庭で取り組んでいること） 

 
 
 
 
 
 
単元の計画 

  
 
 
 
 

「単元名」（時間） 「○○カフェで注文しよう」（５時間） 

・単元目標 
 
 
 

○ランチョンマットや飲み物、急須や湯飲み、カップ、

お菓子等から、自分が欲しい物を要求することがで

きる。 
 

・指導内容 ・教師とのロールプレイングを行う。 
・活動を繰り返し、やりとりを深める（順番の交代） 
・前時までに提示されたことのない初めての物の中か

ら、要求すること。 

自

立

活

動

指

導

計

画 

・指導方法 
 ♦教材・教具 
 ♦配慮事項 
     など 

例 
・飲み物などを選んで要求するお茶会の場の設定 
・カフェのセットは本児の手に届かず、他者に頼めば

手に入ることができる場所に準備しておき、教師に

頼むようにする。 
・要求モデル演示を通した、要求の仕方の提示。 
・お茶会に集中できる空間の設定。 
 

子供の障害の状態、興味・関心、学習課

題などを基に、教材を選びます。 

興味・関心を中心に、好きなものや得意

なこと・夢中なこと、家庭で取り組んでい

ることなど、具体的に考えます。すぐに活

用できそうなものを選んで◎、活用できる

かもしれないものを選んで○つけておきま

す。 

食べたり飲んだりする

ことと調理活動を組み合

わせてみよう。心理的に

安定してとりくめそうか

な？ 

子供の障害特性等の実態や集中

力、興味関心を基に教材を工夫した

り必要な支援を考えたりします。 

自立活動の指導の単元を実施し、評価規準

（計画的に定めた具体的な姿、数値等）を基

に達成できたどうか判断し、評価してみまし

ょう。 

単元終了後に目指す姿を定めます。 

目標を達成するためのスモールステップ

を考え、指導内容を設定します。 



 

 

指導の評価 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表示について 

 
 

教師の思い       指導に役立つポイント 

 
 

シートを使って、実際に担当する児童生徒の指導目標・内容を定めて

みましょう。  目標・内容シート（書込用） 

評価の観点     成果と課題     改善点 指 導 の

評価 
・評価の目標 
 
 
 
 
・指導方法 

例 
○相手の目を見て、自分が欲

しい物を伝えることができ

るようになった。 
▲空間が広がってしまうと、

集中が続かない場合もあっ

た。 
▲欲しい物が複数ある場合

は、気持ちが高ぶってしまう

こともあった。 

※声の大きさやトーンを

考えて、相手に伝わりや

すいように要求すること

を次の目標にする。 
※教師との１対１からス

テップアップし、集団の

人数を増やした中で、要

求をする機会を設定す

る。 
※日常の生活場面でも要

求ができるように、家庭

との連携を図る。 
 

改善が必要な場合は「指導方法」につい

ても積極的に見直します。 

  


